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第１ 趣旨 

国土保全や水源のかん養、地球温暖化防止等、森林の多面的機能を持続的に発揮し

ていくためには、間伐等の森林整備を推進していく必要があるが、基盤となる路網に

ついては、林道、林業専用道、森林作業道を適切に組み合わせ、そのネットワークを

形成していくことが極めて重要となっている。 

また、林業経営の採算性の悪化等により、森林所有者の経営意欲が減退している一

方で、我が国の森林資源は充実してきており、人工林の多くが一般的な主伐期である 

10齢級以上となるなど、保育主体の森林施業が転換期を迎え、資源を循環利用するこ

とが喫緊の課題となっている。 

これらを踏まえ、今後の路網整備については、優先的に投資すべき区域を明らかと

しつつ、効果的・効率的に行っていくこととし、本通知において、路網等の生産基盤

を重点的に整備する区域（以下「生産基盤強化区域」という。）の設定その他必要な

事項について定める。 

 

第２ 路網整備に当たっての基本的な考え方 

森林整備等の効率的な実施のため、傾斜区分と導入する作業システムに応じた目指

すべき路網整備の水準を踏まえつつ、トラック等の走行する林道等と、主として林業

機械が走行する森林作業道を、それぞれの役割に応じて適切に組み合わせる。 

また、自然的・社会的条件を勘案し、効率的な路網整備を推進する。具体的には、

地域において相対的に傾斜が緩やかで林地生産力が高く、集落からの距離が近いなど、

将来にわたり育成単層林を維持する森林を中心に、投資の優先順位をつけながら、路

網整備を進めていく。 

 

第３ 生産基盤強化区域の設定 

１ 生産基盤強化区域の設定 

都道府県知事は、市町村等との調整の上、地域森林計画における林道開設等に関す

る事項、市町村森林整備計画における作業路網に関する事項、民有林林道整備計画等

との整合性を図りつつ、下記２の基準を踏まえて生産基盤強化区域を設定する。 

 

２ 生産基盤強化区域の基準 

原木の供給先となる合板・製材工場等の集荷圏にあり、区域の設定時において、区

域内の人工林の蓄積量のうち標準伐期齢以上の蓄積量の占める割合が５割以上となっ



ているなど、意欲と能力のある林業経営者による循環利用が見込まれる森林の区域を

生産基盤強化区域とする。 

生産基盤強化区域ごとの面積は、合理的な森林施業を行うことのできる一定のまと

まりを持った範囲とし、尾根や谷などで囲まれた自然地形を単位に、100ヘクタール以

上を目安とする。 

なお、区域設定に当たっては、既設林道等や道路法（昭和27年法律第180号）による

道路、国有林林道の整備状況等を踏まえ、適切に決定する。 

 

３ 生産基盤強化区域の設定の報告 

都道府県知事は、生産基盤強化区域を設定した場合には、速やかに別添様式１及び

別添様式３により林野庁長官に報告するものとする。 

 

第４ 生産基盤強化区域の見直し 

都道府県知事は、地域森林計画、市町村森林整備計画、民有林林道整備計画等の変

更があった場合には、必要に応じ、生産基盤強化区域の見直しを行い、速やかに別添

様式２及び別添様式３により林野庁長官に報告するものとする。 

生産基盤強化区域の見直しに際しては、第３の３に係る手続を準用する。 

 

第５ 補助事業との関係 

生産基盤強化区域での実施を補助要件とする事業については、別に定める当該事業

に係る交付要綱、実施要領等に基づき実施すること。



（別添様式１） 

番 号 
年 月 日 

林野庁長官 殿 

都道府県知事 

生産基盤強化区域の設定について 

路網整備に係る生産基盤強化区域の設定について（平成30年２月１日付け29林整整第71 

3号林野庁長官通知）の第３の規定に基づき、生産基盤強化区域を次のとおり設定しまし

たので報告します。 

１．生産基盤強化区域名 〇〇生産基盤強化区域 

２．区域の所在市町村名 〇〇市 

３．区域面積 ○○ｈａ

４．区域内の人工林率 ○○％

５．区域内の人工林の蓄積量のうち標

準伐期齢以上の蓄積量の割合 

○○％

区域内の人工林の蓄積量 ○m3

うち標準伐期齢以上の蓄積量 ○m3

６．主な木材の供給先 〇〇工場、○○市場 

７．位置図 別紙のとおり 

（５万分の１の縮尺） 



（別添様式２） 

番 号 
年 月 日 

林野庁長官 殿 

都道府県知事 

生産基盤強化区域の変更について 

路網整備に係る生産基盤強化区域の設定について（平成30年２月１日付け29林整整第71 

3号林野庁長官通知）の第４の規定に基づき、生産基盤強化区域を次のとおり変更しまし

たので報告します。 

１．生産基盤強化区域名 〇〇生産基盤強化区域 

２．実施区域の市町村名 〇〇市 

３．区域面積 ○○ｈａ

４．区域内の人工林率 ○○％

５．区域内の人工林の蓄積量のうち

標準伐期齢以上の蓄積量の割合 

○○％

区域内の人工林の蓄積量 ○m3

うち標準伐期齢以上の蓄積量 ○m3

６．主な木材の供給先 〇〇工場、○○市場 

７．位置図 別紙のとおり 

（５万分の１の縮尺） 

注：変更箇所には下線を付すこと。 



（別添様式３）

○○都道府県

区域内の人工林
の蓄積量　（㎥）

標準伐期齢以上
の蓄積量　（㎥）

割合（％）

計

〔作成要領〕
１　設定した生産基盤強化区域について、都道府県ごとに本表にとりまとめる。

生産基盤強化区域一覧

番号 生産基盤強化区域名
区域の所在
市町村名

区域面積
（ha）

区域の
人工林率
（％）

主な木材の
供給先

備考

区域内の人工林の蓄積のうち
標準伐期齢以上の蓄積量の割合
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